
 

 
  
                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会長あいさつ◆   

髙橋 勇雄 会長 
皆さん今日から 10 月、行楽の

秋・食欲の秋・イベントの秋、

何をやるにも最適な月となりま

した。ロータリーでは、10 月を

職業奉仕・米山奨学会の両委員

会の皆様、委員会会議、活動をよろしくお願い致し

ます。それにちなみ、今月の例会では第 1 週目を一

條浩孝職業奉仕委員長にスピーチをお願いし、第 2

週目は吉田仁一会員による職業を通しての会員スピ

ーチ「今求められる防災とは」についてのスピーチ、

第 3週目はゲストスピーチとして、出光興産 大濱課

長による「日本のエネルギーと福島における地熱発

電の取り組み」について、第 4 週は例会は休みとな

り、第 5 週に東京麹町 RC 秋山会長による裏千家茶道

のスピーチと、職業奉仕月間ならではのラインナッ

プで構成しました。この機会を是非聞き逃すことな

く、楽しみにいて頂きたいと思います。 

さて一方 10 月 18 日の日曜日に、成蹊高校 IAC の

皆さんと共同で猪苗代湖・水草除去作業が行われま

す。今回で 5 回目、IAC との共同作業は初の試みです。

澄み切った青空の元、水草除去後はリステル猪苗代

で楽しいバイキング、交通手段もこれまでの個別対

応から関口会員の職業奉仕により格安料金でのバス

での移動、親睦もより一層深まる事と思います。ま

だ参加を決めかねている方は、この機会をお見逃し

なく、秋のひと時を満喫して頂きたいと思います。 

更に、10 月 20 日の「姉妹クラブ結成３周年記念合

同式典」開催についてですが、残念ながら現在 14 名

の参加と寂しい数字となっております。ちなみに前

回は 26 名の参加でした。姉妹クラブ締結の経緯や背

景をもう一度考え風化させないため、今一度皆様の

ご理解ご協力をお願い致します。会場も例会本拠地

の「ニューオオタニ」となり、麹町としても万全の

体制で臨んでおり、期待に反しないためにもよろし

くお願い致します。お願い事が多くなりましたが、

以上で、会長挨拶と致します。有難うございました。 
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超我の奉仕 

基本方針：ロータリーに輝きを 

 本日のプログラム 
 

12：30 開会点鐘 

ロータリーソング（奉仕の理想） 

     四つのテスト 

     来訪者紹介と会長挨拶 

     米山奨学会セミナー報告 

     ＲＩ表彰 

     誕生祝い 

     「ロータリーの友」読みどころ 

     食事 

     報告 

      スマイリングボックス委員会 

      ロータリー財団委員会 

米山記念奨学会委員会 

出席委員会 

     幹事報告 

     職業奉仕強調月間卓話 

 13：30 閉会点鐘 

 
 本日のソング 『奉仕の理想』 
 
  奉仕の理想に集いし友よ 

御国に捧げん我らの業 
  望むは世界の久遠の平和 
    めぐる歯車いや輝きて 
  永久に栄よ 
    我等のロータリー ロータリー 

 

◆米山奨学会セミナー報告◆ 
         菅野 良二 委員長 

9 月 23 日火曜日、米山記

念奨学会の奨学生による発

表会が、郡山国際メディカ

ルテクノロジー校で開催さ

れました。委員長より、来

年はスリランカから RI 会長 

が出るのをきっかけに、スリランカに米山記念奨学

会が作られるとのことでした。発表には、7 か国チュ

ニジア・中国・韓国・マレーシア・モンゴル・スリ

ランカ・インドネシアの奨学生が発表し、当日朝早

くから学生が作ってくれたお弁当・お茶・お菓子等

を出していただき、各国の文化を知ることができま

した。 

◆ＲＩ表彰◆ 
 

 
 
伊藤 弘子 会員 
冨田健三郎 会員 

小柴 幸夫 会員 
 
 

◆誕生祝い◆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

S 2.10.12 生 佐藤  誠 会員 

S18.10.21 生 斎藤 善重 会員 

S31.10. 7 生 松﨑 弘昭 会員 

S24.10.15 生 山本 俊昭 会員 

S27.10.17 生 鈴木恵美子 会員 

S41.10.31 生 吾妻  学 会員 

S46.10.26 生 丹治 智幸 会員 

S46.10. 8 生 海老根 潤 会員 

髙橋勇雄会長から記念品が贈呈されました。 

◆「ロータリーの友」読みどころ◆ 

斎藤 善重 会員 

「ロータリーの友」 

P28 ぺらぺらめくるが 7人 

 次月号の読みどころ P43

に紹介されています。ロー

タリーの友を読むのも、会

員の義務です。ぺらぺらめ

くるのではなく、読むように心がけましょう。 

◆職業奉仕強調月間卓話◆ 
職業奉仕委員会    

一條 浩孝 委員長 

5 月 17 日に行われた地区

研修・協議会での「職業奉

仕委員会年度活動方針」よ

り抜粋しまして、ゲイリー

ＲＩ会長は孔子の教えがロ

ータリーの理念と共通する点が多いと説かれていま

す。そのため、地区職業奉仕委員会としても「論語」

の中から職業奉仕に関する教えをピックアップし論

語を通じて職業奉仕の理解を深めるよう努めていき

たいと考えています。 

さて、職業奉仕を理解することは難しいことなの

でしょうか。下記の表をご参考ください。 

日本経済大学経営学部・後藤俊夫教授調べ 

①長寿企業の研究〔後藤俊夫教授〕 

「日本人は公欲のために奉仕をすることを重んじて

きた」ために長寿企業が多い 

②地区研修での地区研修委員長  

大橋廣治パストガバナー総評 

「職業奉仕は人の為ではなく自分の為にするもの」 

また、ロータリークラブに入ることによって会社

が繁栄するものです。 

①職業奉仕を学び実践すれば繁栄するはず 

②私たち会員企業の中に存在する職業奉仕の考えを

発表する場を設ける 

③会員相互に教え合い高め合うことが大事ではない

でしょうか 

職業奉仕は例会にも勝ります。皆の為・自分の為

の両方で職業奉仕は成り立つのです。 

※地区情報 

10/18 猪苗代湖水浄化活動 

超 100 年企業の国別企業数トップ 10 

順 国 社数 順 国 社数 

1 日本 25321 6 イタリア 1472

2 米国 11735 7 フランス 1319

3 ドイツ 7632 8 ｵｰｽﾄﾘｱ 1086

4 英国 3435 9 オランダ 1060

5 スイス 1747 10 カナダ 828

今月・来月のプログラム  
10 月 8 日(水) 職業奉仕セミナー報告、 

会員スピーチ(吉田仁一会員) 

10 月 15 日(水)ゲストスピーチ 

      (出光興産 大濱英郎氏) 

10 月 20 日(月)姉妹クラブ結成 3周年記念合同式典

      (ホテル ニューオータニ) 

10 月 22 日(水)休会 

10 月 29 日(水)ゲストスピーチ(東京麹町 RC 秋山 

宗和会長)、猪苗代水湖浄化活動報告、

姉妹クラブ 3周年報告、ＩＡＣ例会


